
�

★
区
長
提
出
議
案

◇
平
成
１７
年
度
練
馬
区
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
◇
区
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認

に
つ
い
て
（
練
馬
区
特
別
区
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

◇
災
害
応
急
措
置
業
務
従
事
者
お

よ
び
水
防
従
事
者
に
対
す
る
損

害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
利
用
に
関
す
る
条
例

◇
練
馬
区
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
知
的
障
害
者
援
護
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
◇
練
馬
区
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生

検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の

事
務
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
環
境
基
本
条
例

◇
練
馬
区
立
自
転
車
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
少
年
自
然
の
家
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
６
件
）

◇
特
別
区
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
（
２
件
）

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
練
馬
区
営
下
石
神
井
四
丁
目

ア
パ
ー
ト
お
よ
び
練
馬
区
営
石

神
井
台
三
丁
目
ア
パ
ー
ト
）

◇
仮
称
練
馬
区
立
大
泉
学
園
駅
北

第
三
自
転
車
駐
車
場
新
築
工
事

請
負
契
約

◇
環
境
都
市
練
馬
区
宣
言

◇
仮
称
練
馬
区
立
豊
玉
・
中
村
地

域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
請
負
契
約

◇
仮
称
練
馬
区
立
豊
玉
・
中
村
地

域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
新

築
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

◇
仮
称
練
馬
区
立
豊
玉
・
中
村
地

域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
新

築
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

◆
練
馬
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
無
所
属

反
対
＝
共
産
党
、
社
民
・
市
民
、

生
活
ネ
、
緑
自
治
、

行
革
110
番

◆
練
馬
区
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

関
口
和
雄
議
員
を
監
査
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

も
の
。

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
無
所
属

反
対
＝
共
産
党
、
社
民
・
市
民
、

生
活
ネ
、
緑
自
治
、

行
革
110
番

◆
練
馬
区
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

西
川
康
彦
議
員
を
監
査
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

も
の
。

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
無
所
属

反
対
＝
共
産
党
、
社
民
・
市
民
、

生
活
ネ
、
緑
自
治
、

行
革
110
番

★
議
員
提
出
議
案

◇
簡
易
裁
判
所
の
調
停
セ
ン
タ
ー

の
新
設
を
求
め
る
意
見
書

◇
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
率
の
緩

和
に
関
す
る
意
見
書

◇
医
療
介
護
等
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

見
書
を
提
出
さ
れ
た
い
。

◇
陳
情
第
２７６
号
　
区
立
図
書
館
の

充
実
と
発
展
に
つ
い
て
（
第
１

項
）図

書
館
の
資
料
購
入
費
を
増

額
し
、
利
用
者
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
資
料
を
充
実
さ
れ

た
い
。

◇
陳
情
第
２９２
号
　
簡
易
裁
判
所
調

停
セ
ン
タ
ー
設
置
構
想
に
つ
い

て
東
京
三
弁
護
士
会
が
、
東
京

簡
易
裁
判
所
の
調
停
機
能
を
備

え
る
新
宿
調
停
セ
ン
タ
ー
（
分

室
）
を
新
宿
駅
近
く
に
設
置
す

る
こ
と
を
東
京
地
方
裁
判
所
に

申
し
入
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
の

申
し
入
れ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

東
京
地
方
裁
判
所
な
ど
関
係
機

◇
陳
情
第
１９３
号
　
環
状
８
号
線
北

町
部
分
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

環
状
８
号
線
北
町
若
木
ト
ン

ネ
ル
北
町
側
出
入
り
口
付
近
の

大
気
汚
染
防
止
の
た
め
に
、
最

良
な
装
置
の
設
置
を
東
京
都
に

働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

◇
陳
情
第
２４６
号
　
児
童
扶
養
手
当

の
減
額
率
の
緩
和
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
受
給
５
年
後
ま
た
は

受
給
要
件
該
当
後
７
年
を
経
過

し
た
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
当
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
額
を
支
給

し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
減

額
率
を
緩
和
す
る
よ
う
国
に
意

関
に
対
し
、
新
宿
調
停
セ
ン
タ

ー
の
設
置
を
求
め
る
旨
の
意
見

東
京
簡
易
裁
判
所
の
墨
田
分
室

（
錦
糸
町
）
の
建
替
作
業
が
進
行

中
で
あ
り
、
平
成
19
年
７
月
に
は

新
庁
舎
が
完
成
し
、
東
京
簡
易
裁

判
所
の
調
停
部
門
が
墨
田
分
室
へ

移
管
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。簡

易
裁
判
所
は
、
当
初
よ
り

「
下
駄
履
き
で
行
け
る
裁
判
所
」

と
し
て
設
立
さ
れ
た
庶
民
の
裁
判

所
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
簡
易
裁

判
所
で
の
調
停
は
、
「
市
民
に
身

近
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
裁
判
所
」

と
い
う
簡
易
裁
判
所
の
役
割
の
重

要
な
部
門
で
あ
る
。

墨
田
分
室
新
庁
舎
の
完
成
後
は
、

区
民
が
、
簡
易
裁
判
所
で
の
調
停

手
続
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
墨
田

分
室
ま
で
出
向
く
こ
と
が
必
要
に

な
る
た
め
、
極
め
て
利
便
性
が
悪

く
な
る
。
ま
た
、
昨
年
、
墨
田
以

外
の
大
森
、
中
野
、
北
の
３
分
室

書
を
提
出
す
る
な
ど
働
き
か
け

ら
れ
た
い
。

い
こ
と
と
す
る
措
置
の
導
入
を
決

定
し
た
。

減
額
の
割
合
を
定
め
る
政
令
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
策
、
就

労
支
援
策
等
の
実
施
状
況
等
を
勘

案
し
て
定
め
、
平
成
20
年
４
月
１

日
か
ら
適
用
す
る
と
し
て
い
る
が
、

減
額
の
割
合
に
よ
っ
て
は
成
長
期

の
子
ど
も
を
抱
え
た
母
子
家
庭
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
も
の

で
あ
る
。

一
方
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

の
改
正
と
、
時
限
立
法
で
あ
る
母

子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
制
定
等
に
よ

り
、
母
子
家
庭
の
母
の
自
立
に
向

け
た
就
業
支
援
策
が
種
々
展
開
さ

れ
、
既
に
３
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

今
後
、
徐
々
に
自
立
支
援
に
向

け
た
成
果
が
上
が
る
も
の
と
期
待

す
る
が
、
母
子
家
庭
の
母
の
就
業

は
、
社
会
情
勢
を
反
映
し
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
、
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
５
年
後
ま
た
は

支
給
要
件
該
当
後
７
年
を
経
過
し

た
と
き
の
減
額
率
を
緩
和
す
る
と

と
も
に
、
母
子
家
庭
の
自
立
に
向

け
た
就
業
支
援
策
の
一
層
の
充
実

を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
18
年
６
月
28
日

▽
あ
て
先
　
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

が
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、

庶
民
の
裁
判
所
と
し
て
の
簡
易
裁

判
所
の
機
能
が
十
分
果
た
さ
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
移
管
、
廃
止
は
、

裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
拡
充
や

裁
判
所
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

と
い
う
司
法
制
度
改
革
に
も
逆
行

す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
簡
易
裁
判
所
が

「
庶
民
の
裁
判
所
」
と
し
て
の
役

割
を
取
り
戻
し
、
本
区
の
区
民
の

み
な
ら
ず
、
23
区
西
部
の
区
民
が

気
軽
に
調
停
手
続
が
で
き
る
よ
う
、

新
宿
地
区
を
含
む
23
区
の
西
部
地

域
の
適
切
な
場
所
に
、
新
た
な
調

停
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
区
議
会
は
、
地
方
自

治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、
意

見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
18
年
６
月
28
日

▽
あ
て
先
　
東
京
地
方
裁
判
所
長

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に

大
き
く
寄
与
し
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
養
育
の
た
め
に
必
要
な
支
援

で
あ
る
。

平
成
15
年
４
月
、
国
は
児
童
扶

養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
制

度
の
見
直
し
を
行
い
、
手
当
の
支

給
を
開
始
し
た
月
の
初
日
か
ら
５

年
を
経
過
し
た
と
き
、
ま
た
は
手

当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至

っ
た
月
の
初
日
か
ら
７
年
を
経
過

し
た
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
手
当
の
額
の
２
分

の
１
を
超
え
な
い
額
を
支
給
し
な

議
決
し
た
議
案

　
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
ははは
て
は
て
は

い
て
い
て

つ
い
つ
い

に
つ
に
つ

案
に
案
に

議
案
議
案
議議
た
議
た
議

れ
た
れ
た

か
れ
か
れ

分
か
分
か

の
分
の
分

否
の
否
の

賛
否
賛
否

　
賛賛

◆◆◆◆◆
印
で
表
示
し
、、
しし
示示
表
示
表
示

で
表
で
表

印
で
印
で
印印

賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
す
。
す
ま
い
ま

て
い

し
て

載
し

記
載

を
記

名
を

派派
名

会
派
会
派
会
の
会
の
れ
ぞ
れ
ぞ

そ
れ

対
そ

反反
対
反反

成成
、
成
賛
成
賛
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意

見

書

簡
易
裁
判
所
の
調
停
セ
ン

タ
ー
の
新
設
を
求
め
る
意

見
書

児
童
扶
養
手
当
の
減
額
率

の
緩
和
に
関
す
る
意
見
書

議
　
員
　
表
　
彰

練
馬
区
政
に
貢
献
さ
れ
た
左
記
の
議
員
が
、
区
長
か
ら
議
員
在

職
通
算
15
年
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。（
18
年
６
月
15
日
受
章
）

村上　悦栄 議員・松村　良一 議員

採
　
　
択

可
決
し
た
も
の

結
果
結
果
の
で
た 

結
果
の
で
た 

陳
　
情

陳
　
情 
陳
　
情

陳
　
情 
陳
　
情 

５
月
19
日
、
新
宿
区
の
日

本
青
年
館
に
お
い
て
、
都
内

の
13
区
21
市
２
町
１
村
が
加

盟
す
る
第
44
回
東
京
河
川
改

修
促
進
連
盟
総
会
お
よ
び
促

進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
東
京
の
河

川
改
修
を
早
期
に
完
遂
し
、

流
域
住
民
に
と
っ
て
、
安
全

で
、
水
害
の
な
い
水
と
緑
豊

か
な
潤
い
あ
る
生
活
環
境
を

創
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

当
区
か
ら
は
、
区
長
、
議

長
、
議
員
な
ど
28
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
国
会
・
政

府
・
東
京
都
に
対
し
、
河
川

改
修
の
早
期
完
成
な
ど
治
水

対
策
の
促
進
を
求
め
る
宣
言

を
行
う
と
と
も
に
、
総
合
的

な
治
水
対
策
の
着
実
な
推
進

な
ど
の
実
施
を
強
く
求
め
る

決
議
を
行
い
ま
し
た
。

河
川
改
修
促
進

大
会
に
参
加

定
例
会
の
開
催
予
定

定
例
会
の
開
催
予
定 

定
例
会
の
開
催
予
定

定
例
会
の
開
催
予
定 

定
例
会
の
開
催
予
定 

次
回
の
定
例
会
は
９
月

次
回
の
定
例
会
は
９
月
１４  

日
か
ら
の
予
定
で
す
。

日
か
ら
の
予
定
で
す
。 

　
本
会
議
や
委
員
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
本
会
議
や
委
員
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。 

　
本
会
議
の
傍
聴
は
、
西
庁
舎
９
階
で
、
委
員
会
は

　
本
会
議
の
傍
聴
は
、
西
庁
舎
９
階
で
、
委
員
会
は 

　
西
庁
舎
５
階
の
議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま

　
西
庁
舎
５
階
の
議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま 

　
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

次
回
の
定
例
会
は
９
月
１４  

日
か
ら
の
予
定
で
す
。 

　
本
会
議
や
委
員
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。 

　
本
会
議
の
傍
聴
は
、
西
庁
舎
９
階
で
、
委
員
会
は 

　
西
庁
舎
５
階
の
議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま 

　
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

請
願
・
陳
情
は
、
い

つ
で
も
、
ど
な
た
で

も
出
せ
ま
す
。

受
付
は
、
常
時
（
土
曜
、

日
曜
、
休
日
を
除
く
）
行

っ
て
い
ま
す
が
、
９
月
の

第
三
回
定
例
会
初
日
に
、

新
し
く
請
願
・
陳
情
の
付

託
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

９
月
１３
日
（水）
の
正
午
ま
で

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

第
二
回
定
例
会
で
は
、
議
員
提
案
さ

れ
た
意
見
書
２
件
を
可
決
し
、
関
係

機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。




